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７  会議の概要 

委員長    ただいまから、厚生委員会を開きます。 

      これより、市民病院所管分に入ります。 

      「地域医療の現状」について、  

当局からの報告を求めます。  

病院事業管理者 〔挨拶〕  

事務局次長  〔地域医療の現状について、 

委員会資料により説明〕 

委員長    ただいまの説明について、何か質問はありま

せんか。  

久保委員   委員会資料１ページの施策の柱のところに、

「高度急性期・急性期機能の救急医療体制の

さらなる充実」と書いてあります。実際は、

病床数をもっと減らそうという話になってお

り、「さらなる充実」というのは何を指して

いるのか教えてください。 

院長     高度急性期・急性期医療におきましては、例

えばドクターヘリのような救急医療が必要と

されております。これについては、今整備が

終わっているところですが、ドクターヘリだ



2

けではなく、ドクターカーであるとか、実際

的な救急の提供体制をさらに進める必要があ

ります。もう１つ重要なことは、実は地域医

療構想の中でも大きな問題として、医療を担

う人材の確保ということが大きなテーマとし

てあります。救急医療・高度急性期医療を担

う人材を富山県内でどうやって確保していく

のか。「さらなる充実」という言葉には、人

的資源の充実ということも含まれていること

を御理解いただければと思います。 

久保委員   そうしていくと、コストが今以上にかかって

いくのではないかなと思います。先日、厚生

委員会で横浜市に視察に行ってきました。横

浜市立市民病院の建てかえをするに当たって、

企業会計上の黒字化を絶対目標みたいに掲げ

ていくと、現場であったり、いろいろなとこ

ろにしわ寄せがくるという中で、大変悩んで

おられました。今のお話を聞いても、高度急

性期医療にそれだけのコストをつぎ込んでい

ったときに、市民病院としての収支の面に与

える影響はどういうふうに考えておられるの

か教えてください。 

院長     御指摘のとおり、高度急性期・急性期医療は

材料費であるとか、いろいろなところに非常
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に経費がかかります。コスト高になることは

間違いないです。国は、それに対して今後、

一定の診療報酬をつけていこうと。ただ、現

状では７対１病棟と言われる急性期医療を担

っている病棟の数が非常に多いものですから、

本来的に高度急性期・急性期医療を提供して

いるところには医療費を投入しますけれども、

そうでないところは急性期医療ではなくて回

復期医療をなさってはどうかなというのが、

国の今の考えだと思います。その中で、我々

の病院としては、確かにコスト高にはなるの

ですが、地域が市民病院に要望されるものと

しては、急性期・高度急性期あるいは災害医

療というようなものではないかと思っていま

す。やはり、一定のコストをかけてでもそれ

は担っていかなければならないということで、

経営努力をすることによって何とか乗り切っ

ていけるのではないかと考えているところで

す。  

久保委員   要望なのですけれども、私個人の感覚として

は、セーフティネットや災害対応というとこ

ろに対するバックアップの機能を持つことは、

民間にはない、備えの負担があると思います。

それを単純に企業会計に乗せて経営努力をさ

れると、現場に大変なしわ寄せがくることに
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なり、それは避けなければならないと思って

おります。企業会計は１本で出てきますから、

どこまでが採算を気にしながら行う分野で、

ここはインフラ  そもそも市としてコストを

かけてでも持たなければならない機能だ、と

いうものをしっかり分けていただいて、そう

いった議論を市民病院側からも御提案をいた

だければと思います。  

村石委員   回復期機能を持つ病棟について質問をしたい

と思います。富山県地域医療構想１８ページ

に、公的病院の状況が書いてあります。その

中に表２というものがあって、公的病院にお

ける回復期機能病床への転換例というものが

あります。例えば、回復期リハビリテーショ

ン病床、地域包括ケア病床、緩和ケア病床  

これはもう富山市民病院にはあるので、こう

いうぐあいに一般病床を転換するときに基金

を使って、支援をしていこうというようなこ

とが挙げられています。先ほど富山医療圏に

ついては、回復期病床数は実質１４０床……

足りないという意味ですよね。１４０床足り

ないということが言われました。富山市民病

院は、先ほど７０％の稼働率とおっしゃって

いましたから、今後、使われていない病棟を

このような回復期機能病床にしていこうと検
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討する考えはないのでしょうか。  

院長     回復期につきましては、1 つは地域包括ケア

病棟、もう１つは回復期リハビリテーション

病床、この２つが回復期医療として生まれて

おります。その中で、当院は高度な急性期医

療を提供する病院として、別に総合入院体制

加算というものをとっております。国は、総

合入院体制加算をとっている病院は地域包括

ケア病棟は開けないという規制をかけており

ますので、当院としては今の当院の機能を考

えたときに、地域包括ケア病棟を開くことは

できないと考えております。一方、回復期リ

ハビリテーション病床を開くことは可能です。

回復期リハビリテーションというのは回復期

ではありますが、急性期と直結しております

ので、急性期病院の中で持つことに矛盾はな

いと考えております。ただ、これは非常にハ

ードルが高いところがありまして、1 つはリ

ハビリの技師の数だとか、もう１つには施設

面について廊下幅というものがあります。先

ほども出ましたように、当院は設計が古いも

のですから、廊下幅が足りません。大幅な改

修をしないと回復期リハビリテーション病床

を開くことはできないという制約もございま

すので、当面はいろいろな事情もありますし、
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回復期の病棟を持つことは考えておりません。 

村石委員   院長の話では、今のところは考えていないと

いうことですが、自治体病院の使命としては、

地方公営企業法の中に住民の福祉と経済性を

追求して行いなさいとあり、そのために特別

交付税などでいろいろと支援されているわけ

です。これは富山医療圏の中で考えなければ

ならないことなのですけれども、どうしても

そういう中で受け手がないということになれ

ば、富山市民病院の立場として、やはりどう

しても必要なら検討するべきと考えますが、

どうでしょうか。  

院長     現状では考えておりませんけれども、今ほど

説明がありました経営改善計画であるとか、

公的病院は県知事からの命令で動かなければ

ならないという公的な規制もありますので、

これらの事情によっては開くことを全く拒否

するものではないのですけれども、富山地域

には回復期機能を果たしておられる急性期の

病院が複数ございます。我々のような大きな

病院が先にそこを確保してしまうと、そのよ

うな中小の病院の行き先がなくなってしまう

ということになりますので、調整会議の中で

その辺のことを話しながら決めていきたいと
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考えております。  

鋪田委員   病床のことについてですが、先ほど久保委員

からも視察の話がありましたけれども、横浜

市立市民病院は感染症対策として、これまで

６人部屋だったところを思い切って２人部屋

にしてしまったりだとか、機能転換の中で病

床数を変化させているということでした。そ

れは、医療圏の中にあるほかの病院との兼ね

合いもあってということですが、病床の数だ

けではその辺が読み取れないので、その辺に

ついてお考えは何かありますか。  

院長     御指摘のとおり、患者さんは４人部屋や６人

部屋の多床室を好まれませんし、感染症対策

としてもなるべく個室化していく流れになっ

ています。当院に多床室が多いのは、これも

設計思想の問題がありますけれども、その中

で実際には２人部屋を１人で使っていただい

たり、あるいは４人部屋を２人で使っていた

だいたり、病床の転換はしていないのですが、

実は使わずに運用している病棟が幾つかござ

います。今後、経営改善計画の中で病棟の再

編を考えていきますけれども、当然病室の運

用の仕方を変えていって、結果として病床数

が減っていくことはあり得る話だと考えてお
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ります。 

鋪田委員   課題解決として改築も選択肢の１つであり、

これはまた別の議論なのですが、先ほどお話

があったような廊下幅の問題だとかどうして

も構造的なものに起因したり、あるいは今、

多人数が入っているところを運用でカバーし

ているけれども、それが空間として結局無駄

なスペースになってしまって、こう言っては

何ですが、お金を生まない。そういった視点

も考えながら改築関係にも取り組んでいただ

きたいと思います。もう１点ですけれども、

私は厚生委員会に何回も入っていて、病院事

業管理者と議論をした中で、委員会でこうい

うことを言っていいのかわかりませんけれど

も、医療圏の中で県がどこへ向かおうとして

いるのか、方向性がわからないというような

やり取りがあったかと思うのです。県立中央

病院については、同じように構想をいろいろ

と考えておられるのですけれども、会議等の

中で大体の方向性というものが見えてきてい

るのでしょうか。  

院長     県立中央病院についてですが、自治体病院と

いうこともありまして、公立病院改革プラン

を提出しております。その中で全ての病床を
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高度急性期として報告されておられますし、

今後も高度急性期を担っていくと宣言してお

られます。これは、国の考え方とはちょっと

合わないのかなと思います。実際に県の調

査・検討でも、全てが高度急性期ということ

はないだろうということで、一定の数が急性

期として今後かわってくるのかなと思ってお

ります。ただ、県立中央病院の場合は、県全

体を担う大事な病院なので、高度急性期の比

率が高く、急性期も担っていかれると思いま

す。実は、何床くらいを急性期にされるかと

いうことも非常に大きな問題でして、県立中

央病院が例えば２００床を急性期病床に移す

ということは、急性期病床が２００床余って

くるということになりますので、これは周り

の病院からすると非常に大きな問題となりま

す。我々としては、県立中央病院がどうだか

らということは考えずに、富山市の必要な需

要を満たしていけるようにということを考え

ております。 

委員長    ほかに質問はございませんか。  

      〔発言する者なし〕  

委員長    ほかにないようですので、この程度にとどめ
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ます。 

      次に、市民病院所管分で、ただいまの報告以

外に、何か質問はありませんか。  

村石委員   新しい年度が始まるに当たって、石田院長が

御挨拶をされている文章を読ませていただき

ました。そこでわからないことがあるので少

し教えていただきたいのですが、「ＤＰＣ／

ＰＤＰＳという制度で評価し診療報酬を付け

ています」とあるのですけれども、この制度

の内容をちょっと詳しく教えていただけない

でしょうか。 

院長     急性期病院に対する包括払いの制度です。あ

る１つの疾患がある方は１日当たりの点数が

包括されています。ですから、収入としては

その患者さんが同じ患者さんであれば、一定

の収入が得られます。その中で、支出のほう

 いろいろな材料であるとかは包括されてい

ますので、材料を下げないと利益を生み出さ

ないという構造になっています。もう１つは、

その病院の機能を図ることができるのです。

今までは、「うちの病院は高度な患者さんば

かり診ています」と勝手に言えたのですけれ

ども、この制度は国に全てのデータを提出し

ますので、患者さんがどのような状態でどの
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ような治療を受けられたのか、結果がどうな

ったのかということを全て報告することにな

ります。したがって、病院の機能であるとか

実力がはっきりわかって、しかも比較するこ

とができるようになったのです。北日本新聞

に、県立中央病院が全国で９番目になった、

ということが大々的に報道されていたと思い

ます。ＤＰＣの病院というのは、大学病院の

本院がＤＰＣのⅠ群、県立中央病院の救急救

命センターや大学病院の本院に準ずるような

機能を持った病院がⅡ群になります。ちなみ

に北陸３県では石川県立中央病院と富山県立

中央病院がⅡ群病院です。我々の病院のよう

な一般的な急性期病院はⅢ群病院です。Ⅲ群

病院は１，４４２病院あります。それを比べ

るときにどのような比べ方をしているかとい

うと、例えば手術件数であるとか、術後の残

院日数であるとか、そういうもので実力を比

べます。病院が急性期機能をバランスよく提

供しているのかどうかを見る指標として、機

能評価係数Ⅱというものがあります。ＤＰＣ

というのは、１点１０円にいろいろな係数や

病院の係数をかけていきます。ですから、そ

の係数が高い病院は１点が１０円ではなく、

１点が１１円だったりすることがあります。

経理的な面でもそうなのですが、今ほどお話
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したように急性期病院の機能が高いというこ

とを比較します。その中で、今、お話した機

能評価係数Ⅱというものの総点数が、我々の

病院は全国１，４４２病院中１２２番目に位

置しております。これは富山県では、黒部市

民病院、厚生連高岡病院に次いで３番目にな

り、市立砺波総合病院と同じです。我々はそ

れをランキングとして考えているわけではな

いのですけれども、日ごろ我々が患者さんに

一生懸命に提供してきた医療が、国の評価で

はかなりいい位置にいるということを病院の

職員にも知ってもらって、自信を持っていた

だきたいのです。また地域の方たちにも市民

病院はきちんと頑張っていますということを

ぜひ知っていただきたいという思いで、あの

ような文章を書かせていただきました。 

村石委員   最後に石田院長が言われたようなことは、私

たち自身がなかなかよく知っておらず、非常

に反省している点です。富山市民病院が他の

病院に比べてどういう位置を占めているのか

ということがわかってよかったと思います。

余談になりますけれども、議会改革も早稲田

大学マニュフェスト研究会において、このこ

とについては何位、このことについては何位

ということで点数評価をして、客観的に評価
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した上で順位を決めているということがよく

わかりまして、ぜひ私たちもそういうことを

市民に向かって言っていきたいと思います。

ただ、今までよくわからない中で、某病院は

何とかセンターをつくったとか何とか治療を

するだとか、いろいろなことでマスコミに出

ることがありますが、富山市民病院はなかな

か出てこないなと。放射線の機器の導入のと

きは出てきましたけれども、どうなっている

のかなということを日ごろ思っていたので、

非常にいい挨拶であったということで感謝い

たします。  

有澤委員   病院事業管理者が常々おっしゃっておられま

すが、昨年は残念ながら実質８，９００万

円ほどの赤字になったわけです。その要因

については、国の制度がころころ変わると

いうことも原因だと思っております。今年

度も、はや半分、半年が過ぎたわけですけ

れども、これまでの取組みの現状と今後の

見通しについて、病院事業管理者の御意見

を聞きたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

病院事業管理者 先日の会計検査のときもお話させていただき 

ましたが、大変厳しい状況であることには間
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違いありません。いろいろな要因があると

思いますけれども、昨年、診療報酬の改定

があり、同じ体系で動いておりますので、

ことしも厳しい状況であることに間違いは

ありません。しかし、昨年８，０００万円

を超える欠損金が出ましたので、職員の意

識が相当変わってきています。薬剤の購入

であったり、さまざまなものについて入れ

ることを増やすということはなかなか難し

いのですけれども、支出を抑えるというこ

とで努力をしているところです。けれども、

やはり厳しいということしか申し上げられ

ません。これからまだ半年ございますので、

ぜひ頑張っていきますし、先ほど数字でも

お示ししましたけれども、救急患者さんが

どんどん増えてきていますし、手術患者さ

んも増えてきていますので、そういう面で

は問題ないと思います。何せ高額の薬があ

ったりということもありますので、そのバ

ランスをとるのはなかなか難しいです。ま

たお話しさせていただきますけれども、こ

れからの半年間の努力がなお一層必要であ

ると思っているところでございます。  

有澤委員   非常に厳しい状況ということに変わりないと

いうことですが、個人的には自治体の病院と
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いうのは、それは赤字より黒字のほうがいい

に決まっていますけれども、やはり第一は市

民に対しての医療の提供だと思っております

ので、その信条をしっかりと踏襲されれば、

おのずと黒字化になってくると思いますし、

加えて、先ほど院長のほうからドクターカー

の話をされました。今、県のほうでドクター

ヘリが結構飛んでいるのをこの目で見ており

ますけれども、ドクターヘリはかなり制約が

あると思うのです。ここではおりていいけれ

ども、ここではおりてはだめだというような、

いろいろな制約があると思うのです。その点

からいうと、ドクターカーは小回りが結構き

くのではないかと思いますし、ぜひ市民病院

が先駆けて導入をしていただいて、医療サー

ビスに努めていただければと思います。 

村石委員   先ほどの院長の挨拶に関連して、「今年のキ

ーワードはリモデリングとしています」と

いうものがあったのですが、この意味がち

ょっとわからなくて、カタカナ語辞典で調

べると「リモデル」というのはあるのです。

その意味は、型を改めることとあるのです

が、日本語でわかりやすく言うと、どうい

う意味でこの言葉を使われたのですか。 
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院長     日本語ではないのですが、リノベーションで

あるとか、いろいろな言い方をすると思う

のですけれども、医学用語の中にリモデリ

ングという言葉がありまして、実はあまり

いい意味では使われません。病院の構造  

構造というのは建物だけではなくて、医療

の提供の仕方であるとか、働き方であると

か、いろいろなもの  をもっと変えて、こ

れからの、それこそ２０２５年に対応して

いきましょう、それをことしはみんなでや

っていきましょうということをお話してい

ます。例えば、家の改築や改修のような意

味かなと思います。実は幾つかの試みが出

てきておりまして、働き方にもかかわって

くるところなのですけれども、外科の先生

が午前中から手術に入って、時間内に手術

を終わらせるというふうな試みは、外来を

やっていては当然できませんので、外来日

を少し変更させていただいて、外来のない

日をつくって、朝から手術ができるように

という試みをしてくれた診療科もございま

す。  

村石委員   具体的に手術が午前中から始まるということ

で、終わる時間が勤務時間内になるというこ

とは、２つの意味で本当にいいことだと思い
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ます。1 つは、働いている医師や看護師など、

ほかのスタッフの超勤も少なくなるし、疲労

も少なくて済むということと、もう１つは、

手術だと家族がほとんど立ち合いますよね。

家族が夜遅くまで立ち会うこともなくなると

いうことで、これは非常にいい改革ではない

かと思います。私も病院に勤めていたのです

が、私の勤めていた病院は午前中に外来診療、

病棟の回診もして、午後から手術をして、遅

い時は午後１１時、午前０時まで手術をして

いたことを考えると、非常にいい改革だと思

います。 

委員長    ほかに意見はありますか。  

      〔発言する者なし〕  

委員長    ほかにないようですので、この程度にとどめ

ます。 

      以上で、市民病院所管分を終了いたします。 

      市民病院の皆さんは、退室願います。  

      説明員を交代いたしますので、しばらくお待

ちください。 

      〔市民病院退室／環境部入室〕  
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委員長    これより、環境部所管分の議案の審査を行い

ます。 

議案第９９号 平成２９年度富山市一般会計

補正予算（第３号）、第１条歳入歳出予算の

補正、歳出第４款衛生費中環境部所管分、 

を議題といたします。  

      これより、当局の説明を求めます。  

環境部長   〔挨拶〕  

環境政策課長 〔議案第９９号中 

      エゴマ国際展開推進事業について、  

      議案説明資料により説明〕  

委員長    これより、質疑に入ります。 

      質疑はありませんか。 

松井委員   市長みずからエゴマのＰＲのためにイタリア

に行くといわれています。エゴマとは別なの

ですけれども、この前、農協関係の青年部の

方たちと意見交換をしたとき、富山米の輸出

に向けて海外でＰＲ活動をしに行くというこ

とで、県でもよく募集があって参加するとい

う話を聞いたのですが、実際に行ってみると、

商談ができるレベルではないところでのＰＲ

活動をしているということが多々あるという
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ことです。実際に生産をしている方にしてみ

ると、正直な話、そこへ行っても意味がない

と。本来こういう形で本当に行くのであれば、

イタリアである程度、実際にもう下準備がで

きた状態で、最後の決めという形で市長みず

からが行って話を進めるというのであれば意

味があると思うのですけれども、そういった

意味では今回のイタリア視察というのは、ど

こまで進んだ上で市長みずからが行こうとさ

れているのか。趣旨というか、そのことを一

度お聞かせください。  

環境政策課長 イタリアにあるジェトロのミラノ事務所にお 

いて、イタリアでの市場調査を委託しており

ます。その中で、イタリアのレストランでエ

ゴマを使用していただけるような話をある程

度まで煮詰めまして、最後の詰めという段階

のところで市長に行っていただくということ

になっております。 

松井委員   ありがとうございました。私も事情がわから

ないのでもう１つお聞きしたいと思っている

のですが、市長みずから本年１１月にスペイ

ンのバルセロナにも行かれるということを言

っておられました。本年１０月にイタリアに

行くということですが、市長が富山にいない
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期間が長くあるのはよくない部分があると思

いますし、そういった観点や日程調整とかも

含めて、いろいろな問題もあると思うのです。

例えば、海外に行かれるときに、近いタイミ

ングで調整できるものなら、なるべく行った

ときにもう１カ所に寄るという形はできない

のでしょうか。実際問題、今の富山市の財政

は厳しく、市長みずからも来年度予算も厳し

いという話をされていますので、そういった

部分を考えると、少しでも調整できるものは、

なるべく調整してコストを削減する努力をし

ていただきたいなという思いがあります。今

回の状況を含めて教えてください。 

環境政策課長 今回のイタリア渡航につきましては、年度の 

早い段階で市長の日程に余裕のある１０月に

実施することにしたものです。イタリア現地

各所の日程調整を進めておりまして、本議会

における補正予算案として上程したものでご

ざいます。スペインでのフォーラムにつきま

しては、日程が確定いたしまして本市に依頼

があったのが本年７月末ということを聞いて

おります。イタリア渡航との調整がその後に

あったものですから、なかなか調整がつかな

かったということでございます。なお、今回

の件に限らず、市長ほか特別職が海外出張を



21

する場合におきましては、秘書課で全体を把

握しておりまして、担当部局が異なっても、

連続して行動をすることが可能であれば、可

能な限り調整をするように努めているところ

です。 

松井委員   そのようにしていただくことが、財政が厳し

いと言われていることに対して、今後市民み

ずからがそういうこともチェックをされるこ

とになってくると思います。そういった努力

をしていただきながら、いろいろなＰＲをし

ていただきたいと思っていますので、よろし

くお願いします。  

久保委員   最初は、ずれているところから入っていきま

すが、これはイタリア渡航にもつながる話に

なると思いますので、何点か確認をさせてい

ただきたいと思います。まず、過去のエゴマ

事業の答弁、もしくは市長の定例記者会見等

で、富山市としてはとにかく７０ヘクタール、

年間１２トンのエゴマ油の生産に向けてとい

うことで、平成２７年には国の交付金事業も

使って工場の整備をしているとあります。そ

ういった中で、きのうの商工農林水産委員会

の傍聴に行きましたら、３５ヘクタールくら

いはめどをつけましたという話がありました。
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ところが、農林水産部長さんがどう言われた

かというと、「本当に売れるのか不安だ」と。

市の肝いり事業において、農林水産部は与え

られた目標に向けて一生懸命やっている中で、

出口は心配いらないと環境部長をはじめ、市

長から何度も言われていると思うのですけれ

ども、不安に思われるということで私も聞い

てみたいのです。このエゴマについて、将来

目標１２トンを仮に生産したときに、まず、

どこにどれくらいの量を販売していくのか、

その販売計画についてどのように考えている

のか教えてください。  

環境政策課長 地域再生計画について、その申請時点におい 

ては、販売計画はございませんでしたが、製

造計画として原材料１２トンを使用して、約

９，２００万カプセルが製造可能ということ

で申請されているものでございます。 

久保委員   これは国が承認したものですが、国はどうい

う審査をされたのでしょうか。これを売れる

と思って交付決定されたのだと思いますけれ

ども、例えば国内の市場  エゴマもしくは健

康油の市場は、一体どれくらいあるというふ

うに把握されておりますか。  
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環境政策課長 国内でのエゴマの関連商品の流通量ですとか、  

市場規模につきましては、公式のデータ等を

確認できておりませんので、把握してはいな

いところでございます。 

久保委員   農林水産部長が不安だと思われる理由は、そ

こにもあるのだろうと思います。果たして、

１２トンが市場の１％なのか、０．１％なの

か、９割なのかというものが全くわからない

中で、売れますという話をされても、そもそ

も、環境部さんが市場調査であったり６次産

業化の担当にふさわしいのかという疑問が私

にもあるのです。やはり、こういう計画につ

いて、人によってはずさんだと言われても仕

方がないのかなと。ただ、６次産業化は民間

の取組みを推進していくわけですから、本来

であれば民間の業者さんがそういうものを市

と共有しながらしっかりと行っていっていた

だかないといけないのかなと思います。ジェ

トロにイタリアの市場調査を委託して売りに

行くという話も出ておりますが、国内の市場

もどれくらいあるかわからない、販路も明確

ではない中で、果たしてイタリアに行く必要

があるのでしょうか。過去の経緯もあるので

あれば、それも含めて御説明いただきたいと

思います。  
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環境政策課長 イタリアでのエゴマの販売量を多くする目的 

というよりは、国内の需要をさらに高めるこ

とが必要だと考えております。そのために、

エゴマに付加価値をもたらし、ブランド力を

つけるため、イタリアでの発信・ＰＲをする

こととしておりまして、富山市の特産品とし

てのイメージアップを図ることが最大の目的

です。 

環境部長   久保委員から、エゴマの事業が環境部という

のはいかがなものかとありました。私どもは

それに、そのとおりですとはなかなか申し上

げられませんけれども、事の発端が御案内の

とおり、山田地域の植物工場が国の交付金を

活用してスタートしたということであり、こ

れがエゴマの事業の始まりでございます。そ

れが環境部で担当していたことが今日につな

がっているということでございます。きのう

の農林水産部長の発言は、私も今いささか少

し残念な思いでお聞きしましたが、エゴマの

特産品化という大きな命題がございますので、

オール富山市で事に当たらなければならない

と。一部局の環境部だけ、農林水産部だけ、

商工労働部だけみたいな話ではないというふ

うに思っておりまして、何回も申し上げます

が、オール富山市役所で事に当たらなければ
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ならないというふうに思っております。そこ

で今回のイタリアの訪問につきましても、御

懸念・御心配もいろいろとあるわけなのです

が、出口側の１つのアプローチだろうと思っ

ております。生産から加工、流通、販売とい

うそれぞれのプレーヤーがいらっしゃる中で、

国外で富山のエゴマのブランド化を定着させ

るという意味での市長のトップセールスであ

り、１つのアプローチ、ツールだと思ってお

りまして、これは国外だけでもない、国内だ

けでもない、いろいろなツール、いろいろな

手法を駆使しながら、富山のエゴマの特産品

化というものを、知名度も含めてですけれど

も、上げていかなければならないと。いろい

ろなことをこれからしていかなければならな

いと思っております。農林水産部長の気持ち

が本音かどうか、私はちょっと確認してみた

いところではございますけれども、少なくと

もエゴマの主管部局であります環境部につき

ましては、歩みはいささか遅いかもしれませ

ん。委員各位にも御心配をいただく部分があ

るかもしれませんが、それをこれからいろい

ろ  市長のトップセールスなども含めながら、

環境部も努力いたしますけれども  市役所の

各部局とも連携を取りながら進めていくと。

環境部の立場としては、いささかもひるむこ
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となく着実に前進したい、私はこういう決意

を申し上げたいというふうに思っております。 

久保委員   決意のほどは大変伝わってきていますし、割

いている予算から見ても、これは絶対に成功

させなければならない、オール富山市でやっ

ていただかなければならないことだと思いま

す。環境政策課長からは、イメージをつくっ

ていくと言われました。確かに、日本人は欧

米で売れているとか、はやっているというこ

とに関して、非常にいいイメージを持ちやす

いと思います。イタリアのレストランにも行

くということなのですが、レストランはどう

いったランクなのかなど、何か説明できるも

のがあれば教えていただきたいなと思います。 

環境政策課長 現在、エゴマの使用に向けて調整をしており 

      ますレストランは、フィレンツェにある５つ

星ホテル内にありますレストランとミラノに

ある日本人シェフが２０１５年に開業して１

０カ月でミシュランの１つ星を獲得したレス

トランの「トクヨシ」、もう１つはサルッツ

ォにあるＩＣＩＦ－外国人のためのイタリア

料理学校の理事長がオーナーでございますレ

ストランについて計画しているところでござ

います。また、ＩＣＩＦのイタリア料理学校
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のレストランでは、エゴマを使った料理の試

食会も一応計画をしているところです。 

久保委員   日本人にとっては格式というものも大変気に

なるところですので、そういったところで使

われている油ですよ、というふうに国内展

開・海外展開を図っていくということであれ

ば、それも意味のあることだろうと思います。

一言だけつけ加えさせていただきますと、一

般企業において社長がトップセールスで海外

に出張に行くといった場合、当然ながら、そ

こにどのくらいの市場があって、自社製品を

どれくらいの価格帯でどれくらい売るつもり

なのかという計画をしっかりと持っています。

トップセールスであるからとはいえ、社員や

株主が納得できる形でないと、軽々にこうい

うことはなかなか決められないと思います。

最初の説明でも確認をさせていただきました

けれども、私は今の時点では、販路や市場調

査の段階に大分瑕疵があると言わざるを得な

いと思います。しっかりと見ていただいて、

そこからどういう販売戦略をしていくのか。

環境部がこの後も先頭を切っていくのであれ

ば、しっかりやってほしいですし、そこにふ

さわしい担当部局があるのであれば、しっか

りとその役割分担をしてほしいです。当初の
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山田地域の植物工場の件はわかるのですけれ

ども、市民や市にとって本当にいい部署で行

っていただくということも検討いただかない

とよくないのかなと。環境部の皆さんにおか

れては、もちろんほかにもたくさんのいろい

ろな業務を持っておられるわけですから、そ

ういった業務との兼合いも考えていただきた

いなと思います。イタリアの事業に関しては、

一生懸命頑張って販路を拡大していただきた

いなと思います。要望です。  

江西委員   ことし４月から議員になった方もいる中で、

補選組が今さら聞くのも恐縮でございますが、

基本的なことをまず教えていただきたいので

す。エゴマの６次産業化について、６次産業

化の定義というか、環境部は何をもって６次

産業化だというふうにおっしゃっておられる

のか教えていただけますか。  

環境政策課長 本来の６次産業化というのは、生産者が１次 

から２次、３次と展開していくものをいうと

認識しております。ただ、エゴマの６次産業

化に関しましては、生産者が中山間地域の過

疎化のところで生産力が弱いという中で、生

産、加工、流通、販売、研究機関のそれぞれ

の専門家が集まって、これを全体に広げてい
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こうというものです。富山市独自なのかもし

れませんが、ちょっと独特な６次産業化を目

指しているところでございます。  

江西委員   そうであれば、誤解のないように５．８次産

業化とか、ちょっと別の言葉を使わないとわ

かりにくいのではないかな思うのです。私が

１つ心配なのは、環境政策課長の話では、本

来は農業の維持のための解決策として検討さ

れているはずですが、健菜堂は今、海外  ネ

パール産の種も入れて商品をつくっていると

いう話をお聞きしております。これの取扱い

について、どのようにお考えでしょうか。 

環境政策課長 現在、健菜堂さんが取り扱っておられますネ 

パール産の種でございますが、富山市産と海

外産であるネパール産は、商品の価格やパッ

ケージを分けており、富山市産のほうに価値

をつけ、販売されているところでございます。

買い取り価格につきましても、海外産よりも

富山市産がもちろん高く買い取られておりま

して、海外産と混在して取り扱ってはいない

というところです。 

江西委員   それも含めてなのですけれども、きのうの農

林水産部長のお話では、１キロ１，５００円
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くらいで販売できるから、１０アール当たり

５０キロとして云々、１０アール  １反とい

うことですが、大体米と同等の１反当たり１

２万円を目指しますよというふうな話がある

わけです。例えば、６次産業化が成功した場

合は、環境部はこれがもっともっと増えると

いうように考えていらっしゃるわけでしょう

か。  

環境政策課長 エゴマが売れれば売れるほど、生産農家が増 

えてくるのではないかというふうに思ってお

ります。 

江西委員   １０アール当たり１２万円というのは、今の

米と近いという表現なわけです。ただ、米が

決して儲かるわけではないから農家離れがど

んどん進んでいるわけでして、米と同じ値段

で売れるのであっても、全然、６次産業化の

モデルでも何でもなくて、厳しいものは厳し

いわけです。この前、田中  角栄の本を読ん

でいましたら、これからの農家はということ

で田中  角栄なんて４０年ほど前  僕らが子

どものころに活躍をしていた政治家ですが、

その時点でこれの倍以上の収入が農家にある

わけで、これをもっともっと増やしていきま

しょうと演説をしているわけです。それから
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考えると、今の農家の皆さんはこの値段でよ

くやっておられるなという中で、６次産業化

というのに私は大変期待をするわけです。市

長の柔軟な発想と環境部の皆さんの努力によ

って、６次産業化をぜひ成功させていただき

たいのです。こういった海外から種が入ると

いうことについても、これは種ではないです、

商品の原料が入ることがあれば、これは６次

産業化ではなくて、単純に商売で、工場がど

こから仕入れるのかということと競合するこ

とになってしまいます。環境部はこの点につ

いてもしっかりとチェックをしていただきた

いという思いがありますので、よろしくお願

いします。それともう１点、別の話について

お聞きするのですが、去る３月定例会での成

田議員の質問に対して、西中前環境部長が、

牛岳温泉植物工場での葉の栽培は葉の生産量

が毎年増加し、平成２９年度も安定生産を目

指す、と答弁をされておられます。これはち

らっと違う話を聞いたりもしたものですから、

この流れは変わらないということでよろしい

でしょうか。 

環境政策課長 基本的には、その流れできているということ 

でございます。ただ、商品の開発の中からス

プラウトですとか、そういったものの研究も
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しているという段階でございます。 

江西委員   何とおっしゃいましたか。  

環境政策課長 スプラウトです。種から発芽したもやしやカ 

イワレ大根をイメージしていただければいい

のですけれども、エゴマの種から発芽したも

のがスプラウトです。  

村石委員   関連してですけれども、基本的にはこの予算

は認めるとしても、今後検討していかなけれ

ばならないことの１つは、工程表です。この

事業について、いつごろまでにこうしてこう

するという工程表が必要だと思うのですが、

その工程表はあるのでしょうか。  

環境政策課長 そこまではまだ計画が立っておりません。  

村石委員   私の理解だと、６次産業化というのは、農家

がつくって農家自身が加工をして、農家自身

が販売をする、というものが基本だと思うの

ですが、６次産業化の定義について、そのよ

うに捉えてよろしいのでしょうか。 

環境政策課長 本来の６次産業化はそのようなものだと理解 

しております。  
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村石委員   基本的には、農家が中心であるべきだと思う

のです。その中で、市が支援したり、あるい

は業界や農協が支援したり、県などが支援し

ていくということが本来だと思うのです。梨

だって、どこに売るかは梨の生産者が販路を

拡大していっています。当然、そこには市や

県、農協が協力をして販路を拡大していくと

いうことを考えると、環境部がやっているエ

ゴマの推進事業は農家の人としっかりタイア

ップをしてやっている事業かということがあ

ると思うのですが、どうでしょうか。 

環境部長   富山市のエゴマの６次産業化という１つのス

キームでございますが、６次産業化推進グル

ープという組織がございまして、約８０の団

体で構成されております。この８０の中には、

生産者の方からマスコミ、金融機関、飲食店

等々、非常に多種多様な業種の方々が存在し

ておられまして、それぞれのプレーヤーの責

任の中で、いかにエゴマの価値を高め、知名

度を上げるかというところの役割を担ってい

ただいております。その６次産業化推進グル

ープという１つの箱が、富山市のエゴマの６

次産業化という形で今は動いてきています。

その中には、今言った多様な業種が入ってお

り、今、富山市がその事務局を担当している
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ということでございます。大きな意味で、い

ろいろな知見ですとかノウハウですとかが、

このエゴマの仕事の中で反映されるような仕

組みになっているということは申し上げたい

なと思っています。 

村石委員   大枠としてはそういうことで、それぞれの団

体が協議をしながら主体的に行っているとい

うことはわかるのですが、市長がイタリアに

行くということは、エゴマを生産している人

たちには伝わっているのでしょうか。 

環境部長   直接・間接の別はあるかもしれませんけれど

も、当然、御理解はいただいていると理解し

ております。 

村石委員   これだけの市の予算を使って行くわけなので、

一般的には直接的に話をするか伝えるか、そ

れは当然すべきことではないのですか。 

環境部長   今回の市長のイタリア渡航につきましては、

６次産業化推進グループの事業ではなく、あ

くまで富山市の事業ということでございます。

決して教えないという意味で言っているわけ

ではありませんが、１つ線は引かなければな

らないのかなと思います。例えば、６次産業
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化推進グループの事業として市長が何かとい

うことであれば、当然その中での周知・広報

みたいなものはあるのでしょうけれども、直

接・間接の別はという表現はそういう意味で

ございまして、少し線は引かなければならな

いのかなと。決して教えないという意味で言

っているわけではありません。 

村石委員   私なりに市民目線で考えるのですけれども、

エゴマをどのように使っていくのか  カプセ

ルにするのか、食材として使っていくのかと

いうようなことは、いろいろな意見があると

思うのです。例えば、学校給食では月１回、

地産地消ということでエゴマを使用している

のです。この前、見てきたときに、栄養士さ

んが言っておられました。しかし、市民の方

は、自分の身近に行くお店や自分の家庭料理

でエゴマを食べるとか、旅行客に気軽に提供

今も行っていますけれども、もっと付加価

値をつけて提供するだとか、そういうところ

にお金をかけてほしいという市民の目線があ

ると思うのですが、そのことについてはどう

でしょうか。 

環境政策課長 委員のおっしゃるとおりだと思っておりまし 

て、今後市民の方が簡単に目にして購入でき、
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それを使っていただけることを目指していき

たいというふうに思っております。それに向

けて環境部が努力をしているところでござい

ます。 

環境部長   ６次産業化推進グループが主体となった話は、

横野議員さんの一般質問でも答弁しましたけ

れども、エゴマを使った料理の試食会みたい

なものをして、そこで得られたレシピみたい

なものを、例えば、個別のアプリ名は言えま

せんけれども、ＳＮＳのアプリなどを介して

広く周知するですとか  私どもは担当してい

る部局ですが、その辺の知名度ですとか、ど

こに行けば買えるのかという販路の関係につ

いては、若干歯がゆい思いもないではないで

す。しかし、逆に言えば、これから仕事のや

りがいがあるぞという感じでございまして、

まだ手をつけなければならないこと、手をつ

けれることはたくさんあると思っております。

ただ、どこででも買えるということになりま

すと、ビジネスの話になってまいりまして、

今までのそれぞれの業者さんの商慣習みたい

なところもあったりします。本当は、どこの

スーパーに行っても買うことができればいい

なとは思いますけれども、そこに若干の問題

点を残しながらも、まずは知名度です。その
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一環として、今回のイタリアで市長がトップ

セールスをするということが、結果的に、生

産者の方々が、市長が行って私たちのつくっ

たエゴマがそういうふうに使われているのか

ということでの、市長がよく使う言葉ですと

シビックプライドやモチベーションにつなが

るということだろうと思っています。先ほど

も申しましたけれども、１つのツールだけで

はなかなか立ち行かないなと。総合力という

ことで、オール富山市、オール富山市役所、

委員各位にもぜひ、エゴマのＰＲ等々に努め

ていただければ大変幸いだということを思っ

ておりますので、御尽力を賜りますようお願

い申し上げます。  

松井委員   先ほど、山田地域の生産工場の話が出ていて、

教えていただきたいなと思ったことがありま

して、富山市の過疎地域地場産業活性化対策

事業業務委託というものですが、約１，３０

０万円の委託業務をされている中で、人件費

の内訳として山田村生産加工組合１人、健菜

堂さん１人、パート３人と書いてあるのです

けれども、この業務委託というのは恐らく中

山間地の方たちのためにという思いでの業務

委託の予算であろうというふうに思っている

のです。実際にこのパートさん 山田村生産
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加工組合や健菜堂さんというのはわかるので

すけれども、パートさん３人と書いてあるの

ですが、パートさんは中山間地におられる方

が雇用されているのかどうかというのはわか

りますか。  

環境政策課長 地場産業活性化対策事業につきましては、商 

工労働部観光政策課の事業でございます。事

業の目的といたしましては、過疎化が進む山

田地域の地域資源  山地の技術ですとか、農

産品、観光資源を生かした地場産業の開発等

を促進し、新たな雇用の場の創出と地域活性

化を図るものでございます。その事業内容と

いたしましては、山田地域内で取り組まれる

農産物等を生かした新商品の開発及び販路の

開拓、水耕栽培等を支援する業務を民間に委

託するものでございます。この事業は、実際

は山田村特産加工組合に委託しておりまして、

平成２５年度から実施されて平成２８年度で

終了したものでございます。平成２８年度の

人件費の内訳といたしましては、先ほど委員

がおっしゃられたとおりでございますけれど

も、山田村特産加工品組合のほうに委託いた

しまして、そこから健菜堂へ職員１人とパー

ト３名が派遣されているということでござい

ます。 
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委員長    松井委員、今ほど環境政策課長から丁寧にき

ちんと説明いただきましたが、商工労働部所

管なので、質問の観点といいましょうか、環

境部所管の部分を質問願えればと思います。  

松井委員   部署はちょっと違ったのですが、エゴマの６

次産業化に関連しての質問でさせていただい

ておりますので。  

久保委員   どうしても担保しておきたいことがあって、

今９月定例会の一般質問において、石森議員

からシャクヤクの話が出ました。市長はシャ

クヤクについて、生産者がしっかりと販路を

拡大してくださいと、市はあくまでサポート

をするのですと、最初から市を頼るような考

え方はしないでください、という話がありま

した。エゴマに関しては、市長がまさにトッ

プセールスで全世界を駆けめぐっていろいろ

な活動をされているわけです。私が何を心配

かと言いますと、江西委員からもありました

ように、ネパール産の種が入ってきています。

今回、市長が行かれるのはあくまで山田地域

であり、中山間地の皆さんのつくったエゴマ

をＰＲされに行くわけですよね。1 つつけ加

えておきますと、塩地区の大規模な補助整備

自体もほとんどが健菜堂が行うわけです。こ
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の生産も健菜堂が行うわけです。市長があた

かも健菜堂のために行っていると市民に誤解

をされると、山田地域の方たちは大変残念で

がっかりされると思いますので、そうではな

いということをここで確認をさせていただき

たいと思います。  

環境部長   もとより市長が市長の仕事として、特定の一

事業者のために何かをするということはまず

ないということでございまして、あくまで富

山市が特産品化を目指すエゴマの６次産業化

というスキームの中で、市長のできることを

市長が行うということですので、御心配の向

きには当たらないということは申し上げたい

と思います。 

木下委員   イタリア訪問の後、今後のエゴマ事業の展開

に関して、簡潔にお話ください。  

環境政策課長 イタリアでの展開をいたしまして、エゴマの 

世界的な認知度の向上に寄与し、国内外での

エゴマの需要がこれによって図られるものと

思っております。それにより、市内の事業者

による新たな商品開発ですとか、６次産業化

をさらに推進いたしまして、中山間地の所得

の向上も図られて、地域経済の活性化が期待
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されるというふうに思っております。 

木下委員   先ほどから、委員の方もエゴマを応援してお

られると思うのです。さまざまな観点からア

ドバイスがあったかと思います。それらをぜ

ひ生かしていただきたいと思うのですが、私

自身もエゴマについて不勉強だったものです

から、環境政策課の職員にお話を聞きに行き

まして、その際に担当の方からも、これは絶

対に成功させるのだと、失敗は許されないの

だといったような真剣な情熱を感じました。

お恥ずかしい話ですが、私は議員になってか

らエゴマに力を入れていることを知ったので

すけれども、お話を聞いた中で、私も危機感

というか怖いなと思ったのが、他にもエゴマ

について力を入れている自治体があるという

話をお聞きしました。そうすると、富山市も

すごく頑張って多額の投資をしたり、労力を

注いでチーム富山市で頑張ってこられた中で、

他の自治体とのエゴマにかかわる競争に勝た

なければいけないと思っているのです。ぜひ

とも、富山のエゴマのブランドのイメージを

確立していただいて、なおかつイタリアから

ヨーロッパ、そして国内と、富山市のエゴマ

を広げていく上で、他の自治体に負けないイ

ニシアチブをしっかりとっていただきたいと
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思っております。そういった意味では、やは

り市長みずからがイタリアに渡航することは

アピール効果もあるので、報道機関等を通じ

てしっかりとアピールしていただきたいと思

います。資料をいただいて、過去の流れから

これからのものをちょっと見させていただい

たのですが、お話を聞く中で、民間企業的な

発想でいくと、今がまさに攻めどきではない

かと私は思います。ここで手を緩めてしまっ

てはいけない、ここで手を緩めると今まで注

いできたものに損害が生じるのではないかと

いうふうに思っておりますので、思い切って

攻め込んでいただいて、やっと今後収益を上

げていくという段階が見えてきたようにも感

じます。富山の新しい特産品として、富山の

エゴマをブランドも商品自体も全国に力強く

広げていただいて、安定的に収益の上がるも

のとしていただきたいと思います。そういっ

たことを心から応援しておりますので、ぜひ

頑張ってください。 

委員長    ほかに質疑はございませんか。  

      〔発言する者なし〕  

委員長    ないようですので、これをもって、議案の質
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疑を終結いたします。  

      これより、議案第９９号中環境部所管分の討

論に入ります。  

      討論はありませんか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    討論なしと認めます。 

      これより、議案第９９号中環境部所管分を採

決いたします。  

      本案件は、原案のとおり決することに御異議

ありませんか。  

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長    御異議なしと認めます。 

      よって、各案件は、原案可決されました。  

      以上で、環境部所管分の議案の審査を終了い

たします。 

      次に、環境部所管分で、議案以外に、何か質

問はありませんか。

江西委員   市長がイタリアに行かれるのは６次産業化が

難しいからであり、最後にその旨頑張ってく

ださいとの思いも込めて質問します。先ほど

は、若干横道にそれてしまったのかなと反省
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しております。その中で、先ほどの議案とは

別なのですが、結局はエゴマの話をまたお聞

きするわけです。横野議員が平成２８年１２

月定例会の中で、農林水産部にエゴマの質問

をしているのですが、その中で篇原農林水産

部長は、今のところは厳しいけれども、農業

経営体みずからが６次産業化に取り組み、実

を精油して販売されれば、さらに収益が向上

する、というふうなことを締めの言葉で言っ

ておられるのです。この言葉により、私も他

の自由民主党会派の議員も疑いを持たずにず

っと思い込んでいたことがありまして、今、

健菜堂がつくるモデルというのは、ノウハウ

をある程度蓄積して、行く行くは一般農家に

開放される予定でおられるものなのか、また、

６次産業化に向けたノウハウの情報を農林水

産部から環境部に聞きに来ておられることが

あるのか教えていただけますか。

環境部長   今の御質問の体で、特段、農林水産部から問

合わせ等々はないものと理解しております。

農林水産部のことをとやかく言う立場にはご

ざいませんが、今、塩地区では健菜堂、八尾

地域や山田地域等々では個人の高齢化された

農家の方々が軽量野菜という体での路地栽培

について、少しずつ販売量が増えてきている
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やにも聞いております。今お尋ねの件につい

て、農林水産部から直接のお話は受けていな

いというふうに認識しております。

江西委員   環境部が率先して行っておられるので、農林

水産部には６次産業化のノウハウは何もない

わけです。その農林水産部長が、６次産業化

に取り組む、という表現を使っておられると

いうことで、環境部は行く行くは農林水産部

のほうに６次産業化モデルというものをしっ

かり酌み上げて開放することを目的とされて

おられるのか、それを教えていただきたいと

思います。

環境部長   特にそこまでの話はまだしておりません。農

林水産部さんがどういう認識で６次産業化と

いう言葉を使われたのかは、私は知る由もご

ざいませんが、今、環境部で使っている６次

産業化という言葉とイコールの意味で使われ

たのか、一般的な農業における６次産業化と

いう意味で使われたのかは、私はなんとも申

しかねます。善意で解釈すれば、エゴマの６

次産業化という意味でお使いにはなったので

しょうが、どういう意味で使われたかについ

ては、私は発言をされた方ではないので、何

ともお答えのしようがないです。
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木下委員   先日の一般質問におきまして、環境部長から

答弁をいただいたのですけれども、富山市の

１３地区において生ごみの分別回収を行って

いると。環境部長から非常に前向きなお答え

をいただいたように私は感じたのですけれど

も、質問からまだそんなに時間もたっていな

いので今後の方針はまだ立っていないのかも

しれないのですが、今後の生ごみ専用回収容

器の改良や改善に関してのお考えについて、

もしあればお聞きしたいと思うのですが。

環境センター次長 一般質問でお答えしたとおり、前向きに検討

しておりまして、今現在の生ごみ専用回収容

器の改良も含めまして、二、三カ所の業者

をあたりまして、どういったものが考えら

れるのか、見積りを取ったり、調査・研究

をしている段階でございます。

村石委員   新エネルギー推進事業ということで、富山市

電気自動車充電設備普及事業というものが行

われています。数年前から行っているもので、

ことしも行われています。この事業の内容と

平成２６年から平成２８年までの３年間の実

績について教えてください。

環境政策課長 整備の内容でございますけれども、まず国か 
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ら充電設備にかかる本体価格の２分の１が補

助されます。国の補助額を控除した残額の２

分の１を市が補助するといったものです。平

成２６年度から平成２８年度までの補助件数

の実績ですが、平成２６年度におきましては

普通充電器が３基、急速充電器が９基、平成

２７年度におきましては普通充電器が１基、

平成２８年度におきましては急速充電器が１

基の実績でございます。 

村石委員   平成２８年度のデータは出ているのですか。 

環境政策課長 平成２８年度は急速充電器が１基です。 

村石委員   急速充電器が１基だけですね。数を見てみる

と、平成２６年度は合わせて１２基というこ

とで多かったのですが、その後は少なくなっ

ています。市内を回っていると、時間極駐車

場の中にこの充電器が設置されている場合も

あるのですけれども、そのような場合も補助

対象になるのでしょうか。 

環境政策課長 補助対象としております。  

村石委員   電気自動車がだんだん普及するだろうと今か

ら言われています。特にヨーロッパでは、２
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０４０年でしたか、そこからは電気自動車以

外を全く生産しないということもあって、日

本においてももっともっと普及することが予

想されます。それを後押しするためには、や

はり充電器がまちの中に必要だろうと思って

います。福岡市役所に行ったときに、福岡市

役所の出入り口の横にそういう充電器があっ

て、市民の方が使ったりしているということ

もありました。今後、充電器の普及に向けて、

もっと促進する必要があると思うのですが、

どうでしょうか。  

環境政策課長 経済産業省では、平成２８年３月にＥＶ・Ｐ 

ＨＶのロードマップ検討会報告書を公表して

おられまして、このことを受けまして国から

県に対し、富山県次世代自動車充電インフラ

整備ビジョンの見直しの依頼がありました。

それを受けて、国・県の見直しの方針にあわ

せまして現行の富山市充電インフラ整備計画

についても一部を改正しました。従来の全体

目標を１００基としていたところを１１７基

と、目標を１７基増に改定したところです。  

村石委員   目標を改定することはいいのですが、普及事

業がなかなか周知されていなくて、使う件数

が少ないということで、何とか工夫が必要だ
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と思うのですが、どのような工夫を考えてお

られますか。 

環境政策課長 事あるごとに市広報ですとか、ホームページ 

で広報をしていきたいなと思っております。  

環境部長   本会議で橋本議員の答弁でも少し触れさせて

いただいておりますが、急速充電器の普及に

ついては委員に御案内のとおりで、これから

ＥＶ自動車の普及に伴って、どんどん必要な

インフラになると理解しております。富山県

から各市町村に計画の見直しということでき

ておりますけれども、富山市だけで整備をし

ても  富山市の呉羽の端と射水市の端のわず

か１キロのところにあるなんていうことは非

常に無駄なことで、あくまで広域的な配備  

これは富山県が音頭をとって各市町村の計画

を集約されて、それを見直されて適正な配置

をということで、県の計画で公表もされてお

ります。ですから、市の責務としてこういっ

た補助制度があるということの周知はもちろ

んでございますけれども、これは県がイニシ

アチブを取られることになろうかと思います。

最適配置ということについては、それぞれの

市町村の計画を基に、県がハンドリングをさ

れるのではないかと思っております。市が決



50

して後ろ向きだということではございません。 

村石委員   やはり、広域的に考えて配置したほうが利便

性が向上するというのはわかりました。最後

の質問ですけれども、新エネルギー推進事業

の中で、クリーンエネルギー自動車導入事業

というものがあります。これにはクリーンエ

ネルギー自動車を公用車に率先して導入し、

普及啓発を実施するということが書かれてい

ます。今後、このことを具体的に実施する予

定はあるのでしょうか。 

環境政策課長 現在、日産自動車から３０台の無償貸与を受 

けておりますが、これにつきましては３年間

という期限がございます。公用車については、

３年間で終わるわけでございますけれども、

ＥＶ車の導入につきましては、管財課なり公

用車の導入もしくは更新が必要とする所属な

どと協議いたしまして、できる限りではござ

いますが、積極的に導入をしていきたいなと

考えております。  

環境部長   今の３０台の話でございますけれども、３年

間という期間が限定されております。中山間

地や災害時の給電機能みたいなことも本会議

で申し上げましたけれども、いろいろなデー
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タというのは大げさかもしれませんが、この

３年間でこんな使い方もできる、あんな使い

方もできるというものを、もちろん日産さん

にも報告の義務がございますけれども、そう

いう知見を集めながら、公用車には電気自動

車がやっぱり必要だねという皆さんの同意と

いうか納得が得られるようなものであれば。

私たちは環境部ですので、温室効果ガスの削

減ということで言えば、自動車から出る排気

ガスは二酸化炭素総量の１５％が車から出る

というようなデータもあるようでございます。

全国のＥＶ自動車  次世代自動車と呼ばれる

低公害車の普及はまだ１０％もいっていない

ような現況でございますので、この比率が上

がれば上がるほど、温室効果ガス  二酸化炭

素の削減ということだけで言えば、非常に貢

献できるとは思っておりますが、それに伴い

まして、一方で、今度は電力の不足みたいな

ことが言われております。ＥＶ自動車に電気

を充電するとなると、今まで要らなかった電

気が要るわけでございまして、電力不足みた

いなことが別の側面で語られる部分がござい

まして、それはまた１つの新たな課題だろう

と思っております。これは私どもが論じると

いうより国家政策みたいなところになると思

いますけれども、そういったこともにらみな
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がら、環境部の立場で言えば公用車というこ

とについては、管財課などとも相談しながら、

できるだけ前向きに進めたいなという決意で

ございます。 

鋪田委員   今の電気自動車の話題ですけれども、環境部

長がおっしゃられたように、全部が電気自動

車になると、とてもではないけれども送電網

がまずもたないということが最近いろいろな

ところで専門家の指摘として出てきています。

解決策の１つとして、マツダさんがさらに次

世代のエンジンを開発されたり、あるいは燃

料電池自動車というものをバランスよく進め

ていかないといけないと思うのです。そのよ

うな中で、水素社会の実現について環境部も

かねてからいろいろとおっしゃっておられ、

あるいは過去にためるためのタンクの法的な

規制緩和ということの意見書などもありまし

た。水素社会も少しずつ増やしていかなけれ

ばならないという中で、今回たまたま上下水

道局の議案の中に浜黒崎浄化センターの消化

ガスの発電事業がありますけれども、消化ガ

スを使った水素の生産みたいことも実際に都

内のメーカーでプラント化されてきておりま

す。そういったことを市でどこまで取り組め

るかわかりませんけれども、水素社会の実現
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を目指して、市で具体な構想みたいなものは

幾つかお持ちなのでしょうか。 

環境部長   水素の関係につきましては、エネルギー事業

者等々で構成されております富山水素エネル

ギー導入促進協議会  富山市、富山県もオブ

ザーバーで参加しておりますが、ここで具体

な目標をある程度考えられておられます。２

０２０年までに水素ステーションを１カ所整

備するという計画でございまして、ただ、こ

れには幾つかハードルがございまして、今、

環境省、経済産業省の補助制度があるわけで

すが、特に経済産業省の補助制度は大都市中

心  太平洋ベルト地帯中心の制度となってお

りまして、地方都市に合うようなメニューが

なかなかないということで、市長からの命を

受けて、市長会を通じていろいろな要望も行

っております。国のほうも少し風向きを変え

るやもしれないという情報も入手をしており

ます。そういったものをにらみながら、例え

ば富山市、富山県なりの国とは別の補助制度

のあり方ですとかを検討しなければいけない

のかなというふうに思っておりまして、シミ

ュレーション的なことはやっておりますけれ

ども、まだ国の動きが明確に見えないという

ことでございます。ＥＶ自動車の普及に比例
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してという言葉が正しい表現かわかりません

が、ＣＶにつきましては今ほど申しましたハ

ードルがございまして、水素を生成するため

に化石燃料をつくって水素を生成する、みた

いなことが果たしてどうなのか。ですから、

化石エネルギーを使用しないで水素を生成す

る  今、御紹介になった事柄もそうかもしれ

ませんが、そういった技術的な問題もクリア

しながら、国の情報についてアンテナを高く

して、情報を入手しながら、「いざ鎌倉」の

ときにはすぐに対応できるような体制は整え

たいなと思っております。 

久保委員   何度もエゴマの話ばかりで大変恐縮なのです

けれども、エゴマについて聞かせていただき

たいと思います。地域再生計画に位置づけて、

地域再生交付金を活用したバイホロンさんの

工場があると思うのですが、これは市が窓口

となって申請をしているのですか。それとも

バイホロンさんが直接、国に対して申請をし

ているのですか。  

環境政策課長 バイホロンさんの申請で、市を経由して、国 

へ申請をしております。 

久保委員   その場合、生産能力が１００％稼働のときに
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は年間１２トンという目標がもともとあって、

今、富山市の農林水産部でも３５ヘクタール

７０ヘクタールの半分を目標に頑張りまし

ょうという、その半分自体も機械の法定耐用

年数を考えると減価償却が大分終わるころに、

まだ半分しか生産ができないような計画にな

っているわけなのですけれども、この工場や

機械というのは、そもそも県外種子とか海外

種子など、その他の利用も含めた形の申請と

なっているのか教えてください。  

環境政策課長 当初の地域再生計画でございますけれども、 

平成３２年度におきまして原材料となるエゴ

マの半分以上を富山市産以外の種子を使用す

るものとして 県外産か海外産かの区分はご

ざいませんが、そのように事業者から申請さ

れております。富山市としましては、その半

分を市内で生産するため、大沢野地域の塩地

区等で生産を拡大することにしておりまして、

必要面積７０ヘクタールの半分、３５ヘクタ

ールを市の計画面積としているところでござ

います。 

久保委員   わからなければ国に確認していただきたいの

ですが、地域再生計画という名前がついてお

りますので、私の感覚としては、最悪でも、
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県外であっても国内であろうというイメージ

があります。海外からの材料を仕入れて地域

再生計画と言われると、地域再生計画の趣旨

に果たして合致しているのかどうなのかが曖

昧になって、これが補助金の返還の対象にな

ったり、会計検査等で引っかかる案件になる

のかどうか。もし、今その辺について何か御

所見があれば教えてください。 

環境政策課長 今ほども申し上げましたとおり、当初計画の 

段階で富山市産が半分、国内・国外の区分な

く富山市以外のものが半分と計画しておりま

すので、補助金の返還対象にはなり得ないと

思います。  

久保委員   補助金の返還対象にならないということであ

れば、それは何よりでいいのですが、もう１

つ確認なのですけれども、どうしても企業は

利益を生まなければ従業員を養っていくこと

もできませんし、企業を存続できません。大

産地や海外から安く入ってきた場合、どんど

ん県外産、海外産が増えていくと、せっかく

山田地域の安定した高価格での買取りが将来

的に大産地に引っ張られる、もしくは海外産

との競合にさらされるという危険性が出てく

るのではないかなと思うのですが、これは市
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としては手綱を持って何かコントロールをす

ることができるのかお伺いします。 

環境政策課長 富山市の６次産業化推進グループとして推進 

      していっております中で、富山市内産を使っ

てもらうというのがそもそもの目的でござい

ますので、それを逸脱するようなことが万が

一あるようであれば、やはり富山市としてそ

ういうことのないように手綱を締めていきた

いなと思います。  

環境部長   今、環境政策課長が申したとおりなのですが、

何せビジネスの部分がございますので、そう

までして民間企業は商売をなかなかされない

と思います。考え方は今、環境政策課長が申

し上げたとおりでございますので、富山市産

のエゴマの普及ということが大前提にあるわ

けで、そこは強くプッシュはいたしますけれ

ども、それに民間企業が拘束されるかという

と、なかなか難しい部分もあるのかなと思っ

ておりますが、６次産業化推進グループに、

今のこのマイクロカプセルの会社ももちろん

入っておられますので、私どもはその意は十

分にお酌取りをいただいているものと期待と

理解をしております。ビジネスはビジネスと

は申せ、そこら辺の気概といいますか、そう
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いったところは富山市の地元の企業というこ

とで持っていただいているというふうに思っ

ておりますので、そういう御答弁にかえさせ

ていただきたいと思います。  

久保委員   おっしゃるとおりで、確かに、民間企業のビ

ジネスに対して、市当局が関与していくこと

には当然限界があろうかと思います。それに

ついては私も一定の理解はしますし、先ほど

木下委員が県外の他産地との競合があるとい

う話がありましたが、実は潜在的に富山市の

エゴマを発展させていく中で、富山市の健菜

堂さんが独自でやられる事業自体もライバル

になり得る可能性があるわけです。それはや

めろという話ではなくて、その中でも今の価

格帯で買って継続できるようなビジネススキ

ームをしっかりとつくっていただかないと、

ビジネスの方にもうからないのでやめたと言

われたら、そこではしごを外されるわけです

から、そこはしっかりと手綱は持っていただ

きながら富山市の６次産業化のブランディン

グをしっかりと進めていただかないと、これ

は大変なことになるのではないかなと。これ

は何よりも富山市民の方、中山間地の方が大

変期待をされて今ようやく、もう一度頑張っ

ていこうという機運が出てくる中で、そうい
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ったことが必ずないように御配慮いただいて、

今後も推進していただきたいと思います。 

松井委員   これは私の意見なのですが、本来、環境部が

行う業務としては、生活ごみのことも含めて

ですし、産業廃棄物の収集運搬のことも考え

ると、環境部が行わなければならない事業と

いうものはものすごい多岐にわたっておりま

すし、扱わなければならない面積も富山市全

域ということを考えるとものすごい面積を担

わなければならない部署だと思っております。

そういった部分で考えると、今の委員会の中

でもさんざん出ていましたけれども、エゴマ

の話です。発端として環境という部分でのス

タートなのは重々わかります。実際、例えば

今９月補正予算でも浜黒崎浄化センターの消

化ガスの発電事業において環境の絡みが出て

くるだろうという部分で、今後、環境部さん

が扱わなければならない案件が多岐にわたり

すぎてしまう。本来の、産業廃棄物の問題も

今後どんどん難しくなってきて、収集運搬と

いうのは不法投棄などで皆さんの負担がもの

すごく増えると思います。例えば、今のエゴ

マ事業というのは、発端はそうかもしれませ

んが、一般市民から見るとエゴマの生産の６

次産業化というものが環境部の仕事なのかと
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いうのが率直な感想だと思いますし、今はや

らなければいけないから環境部でやっている

けれども、やはりここまで育てば、将来的に

は、イメージ的にいうと本来の農林水産部に

移管していくということを考えていかないと、

皆さんの業務量だけが増えて、職員を増やせ

るのかという問題も出てきます。そういった

ことも環境部長の立場では多分言えないと思

いますので、私たちとしては意見を言ってい

かなければならないのかなと思っています。  

委員長    ほかに意見はありますか。

      〔発言する者なし〕  

委員長    ほかにないようですので、この程度にとどめ

ます。

      以上で、環境部所管分を終了いたします。

      これで、９月定例会の当委員会に付託されま

した、全議案の審査は終了いたしました。

      ここで、委員長報告について御相談いたしま

す。委員長報告については、正・副委員長に

御一任願いたいと思いますが、いかがでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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委員長    それでは、そのように取り計らいます。

これをもって、平成２９年９月定例会の厚生

委員会を閉会いたします。
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